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脳に於ける糖質代謝の研究
Pyruvin酸の生成に及ぼす各種’塩類の影響に就いて
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は氷繋内に放櫨した後，これをi遺心池澱し，その上清

　　　　　　緒　　璽　　　　　　　　　　　　　　　　3ccをとつて，発色剤として2，4－　dinitroPhenyl

　脳髄の科学的研究に化学の方法が利用されるに疑つ　hydra2in試薬を加へて発色せしめ渉娘520mμにて比

たのは極めて最近のことである。此の主な理由は脳に　　　色定fl翫した。

於ける種々の精神行作に際して，僅かに電気的現叡の　　　　脳髄の採取後時間経過によるPyrUvin酸禽有

起るのを認めるのみで，形態学的変化も多くは総め黄1直　　　　騒の消長

く，発坐するEnergy鍛もそれに伴う｛畔，的袈化を　　　　牛脳組織粥2鷹宛を4本の試蜘穿にとり，水1Ccを

追求することは，化学的定鍛の拙劣な時にあつては困　　　加え，1本の試験瞥については，薩ちにPyruvin酸

難であつたことに基くと思われる。　　　　　　　　　　　（以下P酸とす）な建燃し，他のβ本の試験鞍につい

　脳の代謝は他の臓器と趣きを異にし，、Energy源と　　　ては30分おき・に怨気な通O乍ら，37°Cの温浴中に放

して糖質以外の物質を利用することはなく，従ってそ，　　羅し，3時間，6時聞，24時閲の缶経過に伴うP酸量

の呼吸比は常に1に等しく，その単位黎：が単位陣聞に　　　を哲｛腱したo

使用する酸索の鐙は他の組織のそれに比して勢常に　　　　　成　締

大きい。そのためにInsulinによる急激な低皿L糖では　　　　第1図の如く採取ll鉦後の脳髄1．1’”のP酸騒：はO、6～1，0

脳に著しい機能低下が起り又酸素の欠乏に際しても他　¶　rng％であるが，37。Cの温浴中に放胤した場合には時

の臓器に先立つて，脳の機能に陣害を来すものであ・　間の経過に従つて増加傾向を示し，24時間後では採取

る・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　腹後の2～5倍を示すb即ち採取俵研寺間乃至6時間

　築者は脳髄の糖質代謝について実験を行い，先づ　　までは急激な増加が起り，その後は著しい増盤は認め

Pyruvin酸について検査を行った。　　　　　　　　　　られない。馬脳についても同Wiの結果が得られた。

　Pyruvin酸は葡萄糖より酸素存在の元に於ても，　噛　　　　実験　1

又その存在しないll寺に於ても，酸化の中間生成物とし　　　』　各種塩類を添加せる時の脳のP酸澱の消長

て生じ，このものは更に乳酸に或は酸素の充分な時に　　　　（1）　NaClの影響

はTCA－cycleを経てCO2と水とに分解を受け，又　　牛脳組織粥29に0．8％4％及び10％NaC1溶液

amino基を受けてalaninとな・り，或は分解過程を繰　　　1ccを加え，37°Cに保温し各時間k於て各々のP酸を

返して葡萄糖になる等，種々の変化を受けることが　　　定量する。対照稟験としては食塩溶液の代りに蒸溜水

可能である。本実験では各種塩類の脳組織内に於ける　　　を加えたものを定盤に供した。第2図に見る様に，対

Pyruvin酸の消長について検索を行つた。　　　　　　　照に比して蓑しく増戴が認められ，この影響はNaCl

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　濃度の上昇と共に著明になる。殊に7時間後には各濃
・　　　　　実験の部　　　　　　　　　　　　　　　度によつて著しい変化を示し，その後は著しい増減を

　　Pyruvin酸の定量　　　　　　　　　　　　　　示さない。（第2図）

　清水氏法により次の様に建量した。　　　　　　　　　　（2）1〈　Clの願響

　即ち新鮮な脳組織粥29を遠心沈澱管にとり，10％　　　　1％，2％及び5％溶液を加えて，各時間に於て検

三塩素酢酸10ccを加へ栓をして振灘混和して10分間　　　べた。即ちKC1はP酸を梢々滅少せしめる。その減
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少率は1〈　C1の濃度の高い蓬、の程大ぎく，燃加後4時

間で梢上昇の傾向を7」雪すが，その後減少して，7時間　　　　Fig　1・牛脳採11文後9rfl｝i・問に於けるP酸禽有蹴翻

で最も減少を示して，その後は著しい変化はない（第　　　　　　　　の消畏

3図）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　η％

　（3）MgSO“．の影響　　　　　　　　　　　　　　　　　勉
Mgは添加盾4時間で禾肖々減少し，7時間目にはiE　　　顔．

常鰍り増加レその後は・嵜い竣化はない．この影　　醇

響もMgSO・の灘のi　Jい雛しし・。　　　　　　が

（4）C・C1・の　躍　　　　　　　　　猛
　CaCltiにはP酸身減少せしめる傾向がある。添加1麦　　　’　qF
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　2　34s　sワ？　9　！ρ　　　　　ク・云繭島
4時間は急激に減少を示し，7時聞目には最低に達す

る。この減少率はCaCl・zaの低濃度のもの釈著明であ

る。10％CaCI2では特に7時問目以饅土暫加の傾向を　　　　　Fi麗2，　牛脳組織の採取鰺各時闘に於け為P酸

示す場合も見られる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　消畏に及ぼすNaClの膨響

㈲NH・C1の1辮　－　　　　　　　　，＿。磁鰯一一一一
　5％及びユ％のNI－1．i　C1では軽度の減少を示すがこ　　　　響κ

の減少は4時間を境として7時間後には旧に復す。10％　　　　　翼。

溶液で購しい勅1赫し・711欄後にM・xim・m　　瓢

に逮しその後齢一の働つづける・㈱4図）　　Zl、
　（6）　NH，LSCNの影響　　　　　　　　　　　　　　　　　　k・・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，d
　NH，LCIにより脳中P酸の増囁：を見たので，　Ammo一　　　　　μ・
nia－iOnを含む他め化奮物として，　NHdSCNを選び　　　　　器

　　　　　　！
　　　　　ノ　　　　∫笠雄些．・・一．．vpt’pt－

　　　　　／ズμ巳“’”一“

　　　，〆一一…・磁鱈・……

諺藁　　　　e・・幽レ

その影響を検した結果，時間の経過と共にP酸の薯増　　　　　　　k　V86㌘　7’O　　　弗r　尋

を翻めたoこの影響は5％濃度で最も著明で，10％及

び1％醸では緩かな勅鞍肘・（第5図）　　Fig・3．4欄勧採1礁各醐｝。期る畷
　（7）　KSCNの影響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　消長に及ぼすKCIの影響

，器識㌔濃1齢膿縦るEg　d・d・A
’結果やはり5％，1．・燃隊於て増加赫した．従つ　　坐1

てNH、SCNによる増加はNH、・のみによるものとは　　鴛

断定出来難い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　鴬
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一・f’　””　：一、　　6ρ晦ノ
　（8）1〈H・PO，・．の影響　　　・　　　　11　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　k、・k，㌔㍉…・　．　．一一

KH・Pqは一榔脳・酸捌照砒して減少せ・　：・；　＼ここ：搬ζ三…ヨ　、

める。この作用は殊にその濃度の高い程著しい。（第　　　　　　，a3撃r67　　tO刷脚｝礁
7図）

　（9）　（N正【d），・｝IPO，t．の影響

著・い影醐・撫が瀞増・噸・があ　Fig噛難欝婆欝麟脚酸
るoこの影響も濃度の高い程明らかになるo

　（10）　10％NaCI及びKHx，PO4の影響

　先の黙でN・ClにP酸鞭の騰を認め，　KH、　まl

po、には逆の作用を見たので，両糊聯こ力晩た時　　輪

の作用鹸した・そ備黙Fig　7・7・見る様1・N・CI　輩　　　た．厩趣《．．．．．一一

による増加はKH・po・により」｝彗・㈱されその抑　　餐．　　／
制効果はその添憾破き曜翫し・・（第7図）　　解払ニニ。・窟慧遡鰭　。議ノ

（11）1°％NH・・CI及びKH・P°・の影響　　・　’鳶凄“。、，，，慌
　NH張Clの増加傾向に対するKH2PO4の抑制効果を
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検じたそ嚇果測鹸に示す灘KH，pqの多い　以上総括すると獅重塩類のうちで，　N。Cl、　NH．、CI，

衡INH・CI　P酸増加幽辮明剛ll【｝11されるの観る。　C・C1，，　NH、SCN，1（SCN，　MgSO，1．，（NH，i），｝IPO．、，

（禦8図）　　　　　　　　　　を脳組織粥に添加1－3一ると，鵬　のP灘醐照V・比し
　（12）　IO％NaCl及び1’laPO，tの影響　　　　　　　　増加する。反対にKC1，　KHzaPO，i，添加では減少が見

N・ClのP酸物1率は0・th燐融こよつても糊に　られた。殊に鋼鮪の鼎によりN。C1，　NH，、．CIの如

抑制される・　　　　　　　　　くP酸を胸［1せしむ繍類の劒之戯る蹴抑制され

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るのを認めた。

　Fig　5・牛脳組織の採取儲1痔間に於けるP酸　　　実験2
　　　　　蔽に及鮒NH・SCNの撚　　　爽脚・）に於て得られ焔鵬獅。よる脚齢
”d／・

h・
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　　　　　　／一一7『塀4蕊7’一一　　　　に対する影響がP酸生成，誠はf也物質への転化筑如

　　　　　／　　　　　　　　　　　　　　　何なる機構に作用して｝藤起されるかを検索するために

　　　　／　　　磁鯉籔メ　　本実験奮行つた・　。、

毒婁袈レ　麟饗驚驚難撫等懸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　及び水1cc，鯖’4・の試験管には0．】％ブドゥ糖及び塩

’り帰‘四ア’ρ @ん’伽♪　卿ccを添胤瀦を・靴なした。獅翻の遺心

…6．・…　K・・P・・囎　　　ll；lll精灘11灘灘論、轡難

秘　　　　　　　　　　37・C曜浴，1・に脚。分お離毛繍ビベツト確
　　　　　　　　　　　　　　盛＿＿＿→　　　　　　気を充分涯入・禰る後1時間｝罰こ各管のP酸を定鑑し

：…’“’”‘N；・・一一・．、．．．・．鷹継腔、．　　　全襖験を牛の骨賂轍こついても全一鮒で行い・

ノe％！fti↓ROy　　　　成綾

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　脳にNH、LCIを加えたもの（2）ほ（ユ）〔以下この

Fig　7．牛脳組織採取後各時聞に於けるP酸に　　　　様に詔す〕対照よりP酸は増量し，（4）にては（3）

　　　　及ぼすNaCLとKH調0↓の影響　　　　　　より増加する。又（6）は（5）よりP酸の消費さ．
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凄三ξ二灘欝・撫難籍蕪1羅1

！－、タs、ク8　〃　　　　　ua）　　　　少するのが抑制される。即ちこの実験によつてNH，tCl　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　による脳P酸増量はブドウ糖からP酸の生成過程が促

・・g隣NH・Clと・晒囎　　畿畿慰瓢叢朧灘箆撫
饗1　　　　　　　　於てはNKLCIの添猟より，ブドウ糖から職への
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R，o 　　　ヴ　　　サ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぶ

盗髭ノ’一 @　　　　よりも減少するが，鰍、膿の，灘磯鍛厭湖
’ユs借sSe　rt’　　　義ζ晦ク　　　合，KC1の有無にかふわらず夫々P酸量は殆んど変化

づ難難姥能鱗欝亘騨麟勲転
鱈／ノ％座・∠塑膨一　朧1・C1蛎力nすると，隙KC1撚力畝時
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がない。脳にブドウ糖とKCIを加えたものは，　KCIを　　　　（5）霊金履塩類の影響を見るために以下言己載した

加えないものよりP酸は増加するが，筋肉は却つて減　　　様に1－lgClti，　FeCI3，　CuClの各塩類を使用し，脳及

少する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　び筋肉P酸の変化を検紫した。

　（3）　1〈H，PO．1　　　　　　　　　　　　　　　　　　脳にO．20％正lgClガ1ccを添加すると脳P酸は増加

脳にKH2PO，‘，を加える時P酸は1成少するが脳にブ　　　するが，筋には署しい増減がない。筋肉にブドウ糖と

ドウ糖とKI－12PO，tを加へたものは1くE｛：，PO．Lを力riえ　　　1｛弩CIを作ll…」せしめたものはHgCl2のないもの，）1りP

ない時より増螢し，P酸の一定1辻を加え，1くH2PO4を　　　酸昂：は少い。　FeClnを働かせると脳P酸は増蹴する

追注した場禽は1〈H2PO，t，の無い時，よりP酸の減少の　　　がFeG！3を加へてincuvateすると一」；llDて滅鍛な示

割合が遅延する。筋ではKH2PO4を加えると却つて　　　す。又脳，筋，何れもCuC1によりP酸は増加する。

増加する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）　尿　素

　（4）’　Mg　Cl　k，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　無機塩類に比べて有機物の一例として、脳及筋に

　脳にMgCl2を作用させると署しいP酸の減少を見　　　10％Urea溶液を添加してP酸吼な検したが害しい

る。全じ筋肉でも’胃’儲筋と心筋とではMμCl纂の作用　　　増減は誌められなかつた。

が異り，夫々の筋肉にブドウ糖とMgC12を加えると，　　　　　爽験　3

骨酪筋ではMgCl2を加えないものよりP酸は減少す　　　　果糖による爽験

るが心筋では反対に増加する。　　　　　　　　　　　　　実験2に於て使用した1％ヅドウ糖の代りに1％果

　NaCl，　CaClll，　KSCN，　NH2SCNの例に於いて此　　　糖を用いて全じ条件で各塩類について実験な行つた結

等の塩類溶液を添加するときは何れも脳中P酸は増1旧　　果，略全様の変化を示した。塩類としては工0％NaCl，

する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5％NI・1．，．SC・N，10％MgCIB及び10　KH‘aPO，1の薪溶

第1表
s－：へ　’　ー．　　　　’ttt－　ロヨ＿

＼くで㌃筑蜜～
操　作＼越鰯＼

被検物＋　水（対照）

　企＋水＋塩類
　全十水十ブドウ糖
　企　十ブドウ糖十塩　　類

　金　十　フk　 十P　　酸

　全　＋P　　酸＋塩　　類

Pyruvln酸：難　 （mg％）

NH，t　Cl

脳

0．45

0。75

0．2

0．9

1，4

6。1

筋

3，4

2．7

3，5

2．1

2．1

6。5

KC1

脳1筋
KH詔PO謄

脳i筋
0。65　　　　ユ，2　　　　　0．9　　　　　0．6

0．25　　　　　0　　　　　　0．65　　　　1，6

0，3　　　　0．9　　　　0．45　　　0．2

0。65　　　　0。25　　　　0．75　　　　1．6

4。9　　　　1，4　　　　　4．45　　　　1．75

4．9　　　　2．3　　　　5．25　　10．1

NaCl

脳1筋

（p酸をee　2t　O。066mg，　0．13㎜g，　0．091m繕，　O，066mg　添加1）

0，45

0．9

0．2

3，55

ユ．4

5．4

0．6

0．6

0．2

0．4

1．？5

1．1

第2袈
ミここ一・一一一一．一一一一．．一．．t

　＼ここミ＜遮ミ癒一一t

　　操　作〉一蘇曾ト

　　　被検物＋　水（対照）

　，　全十水十塩類
　　　　全　十　水　 十ブドウ糖

・　　　全　十ブドウ糖十塩　　類

　　　　全　＋　水　＋P　　酸

　　　　全　＋P　　酸＋塩　　類

Pyruvin酸量（mg％）

MgC12

脳　筋1心筋
0．7　’　LO

O．2　　　0．3

0，5　　　0．9

0．25　　　　0．65

6．4　　　4，65

3．95　　6．1

0．65

0．　25

0，6

0。95

3．8

2．45

FeCln

脳　　　筋

0．55

1．8

0，3

1．65

6．5

7．9

2．25

1．15

3．5

0．6

3。95

4。7

HgClll

脳1筋
0．5

0．9

0。5

xo
28．8

42．5

2．55

2．75

3．5

2．4

3．95

10，5

CuCl

脳

（p酸を夫々0．13mg，0．23mg，　HgCl2では脳VX　O．51mg，筋は0，12mg，　O。23mg添加）

⑪．55

1．6

0．3

0．9

6．5

17．5
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液を1cc用いた。　　　　　　　　　　　　　　　　　えて10ccとする。そのlccを2本の試験管にとり，

　　　実験　4　　　　　　　　　　　　　　　　　一方には水1cc，他方には10の各種塩類溶潅憂を1cc加

　実験2及び3の牛脳及び筋肉粥を一昼夜透析したも　　　えて2ccとなし，37。C，］時闘inCUVateした後，そ

のでブドウ糖，果糖及び一定量のP酸を加え，各－種塩　　　の0．lccをとつて遊離のブドウ糖を1－lagedorn－Jen一

類の効果を検したが，その結果透析しない材料にっい　　Sen法によつて測窺した⑪脳は死後1時間のものを使

ての成績と同様の結果を得た。唯CaCI2の場合のみ　　　用した。　NH．，，．Cl，．NaCl・CaC12，　KSCNの如ぎP酸

脳組織粥を透析したときと，しない時とで，反対の結　　　鑑を増加せしめた各種塩類のうtb　N｝1，iClとKSCNと

果を得た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は遊離ブドウ糖を増加せしめ，他の塩類は滅少せしめ

　　　実験5　　　　　　　　　　　　 たo（第4表）
　前実験に於て各種塩類が”漸ヰlP酸鑑に及ぼす影響を

知り，更にその作用する機序を略々察し得た。木実験　　　　第4表　脳遊離ブドウ糖に及1讃す各種塩類の影響

に於てはP酸と密接な関係を有する！1・三の物質に対

する各種塩類の影響を検した。　　　　　　　　塩　　　類
　（A）脳乳酸含有継に対する影響　　　　　　　　　　、．＿＿，．、一．t．．t－＿＿、、

乳酸の定量にはB・・1・e・dSum・n・・s・・法により　NH・・Cl（lt〔1％）

P－hyd，。。yph。。y1にて発色せしめBeckm。nn馳　　N・C1　（1Q％）

計によ砒色遡した．∫・lilち脳尉／欄29を2本の試　C”C12（1（｝％）
験・，！．，、，V。とり，．．方に嚇、、c，他プゴに雌類轍、cc　I〈SCN（1°％）

を・・えβ7℃輔・一…し巌各・麟嚢　蹴ll；：1劣；

酢脚ccを加へ趨漁こ5分ll野放凱嵌，上潔CC　F，C正、，（。。2％）

宛を別の試験櫛にとつて実験に供した・脳は何れも死　　　　KCI　　（5％）

後1時閥のものを冷凍して使用した◎　　　　　　　　　　MgC1　L）　（10％）

　P酸を増力［1させる塩類rP　KSCN以外〕を例外とし，　　　　KIIal’O，t（10％）

他はすべて乳酸量も増加する。P酸を減少せしめる塩

塩類を加えた
時の遊離ブド
ウ糖

　　m邸ρ6
53．5

25．5

17，5

］65．5

33。0

26．5

34，5

25，5

16．5

24。5

対　　　照

類KH・PO，・を除きMgC1・・KCI｝堀乳灘も減少せ　　（C）∬醐原慰こ及ぼす影響

　　m脳鰯
42，5

38，0

35．5

42．5

42．5

38，0

38，0

38．0

38．0

35．5

しめることを知つた・（第3表）　　　　　　　　　　　　牛脳組織粥19を2本の遠心僧・にとり，＿ブゴには水

（B）脳i轍ブドウ糖に及ぼす附　　　　1cc，伽欄榊塊類1ccを厩，蜥樋じ乍ら，
牛脳゜・29を1°ccのMessfl・skに磯し・フkを加　塒1叢繍　Lした後，3・％継・Hを2cc臓て熱水，1・i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にて加熱し，組織を溶解せしめる。透明となるに及ん

　第3袈　各塩類溶液を加えた時の脳乳酸猷　　　　　　で96％alcoholを加えてglycogen　を沈澱せしめ，

塩　　　　類

NHdCl　　（10％）

NaC1　（10％）

CaC12　（10％）

NH4，SCN　　（5％）

KSCN　　　（100／P）

KGi　　（5％）

MgC12　（IO％）

乳　酸　．購

　熈9％＿
236．3

24．2，　8

236，3

ユ74，0

対照乳酸量　　　　遠心分離する。この91ycogenを酸を加えて加水分解

　m窟％　　　　　　を行つた後Hagedorn－∫ensen法によりglucoseを

　22b．8　　　　定量し，之に0．927を乗じて糖原鍬を求めた。

　223．8　　　　　脳P酸墨：を増加せしめるNH、LCI，　NaClはglyCOr

223．8　　　　gen盤を滅少せしめ，　P酸最を減少せしめる塩類の

173・6　　　　　うち1〈　Clは91ycogen蜷を増加せしめ，　MgCl2は

　　223．8　　　211．7　　　　　glycogen澱も減少せしめる。（第5蓑）

＿＿搬昆＿＿＿＿怨隻L＿．　層　　　　　実験　6

239．3

225．6

119。1

192．5

208。9

161。1

220．8

158，　8

2U・7　　　　　　　脳組織粥の酸ii羅消費量に及ぼす影饗

＿2q賦＿　　 牛脳組織29を20cc　M・・sfi・skに秤搬採取しRin一
1？3・6　　　　　ger液を加えて20ccとなし，そのユccをWarburg

鍵胆＿　　検鵬媚主寵にとる．副室｝ま2。％KOH　O、2・c，側9

229・8　　　　セこは缶種塩類0．25ccを加える。主i嚢には更にRin齢r

．＿』趣L　　液0．5cc効1え，緩彿腋として，燐灘衝液（pH

223・8　　7．28）鞭肌た。反応諸膿37・C。
173・　61 @　その結果脳P醐蝋力neしめる騰中，　N、Cl，



40－（710）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ言少卜1臣皇詫占1　第9巻　 第5・轡

第5表糖聯級ぼす舗麟畷多響　　　こ卿黙脳P醸対するこれ罰纐の影1酬肉’
　　　　　　　　　　　一一一一一　　　　　　　　ウ糖の添加にょつて増強或は抑制さ才t為こととよく一a－’

添加塩類

NI－1．tCl

NaCl

KC1

MgC12

糖　原　量

　mg％

対　　　照

　m鍔％

176，1　　　　　　　203，9

120．5　　　　　　129．8

111．2

64．9

194，7

74．2

138．1

55，6

148，3

101．9

148，3

46，4

203，9

127。8

死後経渦　鮒る。
　　（時）
一閏一”ttt’T’．t’．－r1… @　　　　脳にP酸を加えた時の塩類の膨響
　　1．0
　　、，O　　脳のQ・7i　畑：IWIg下L，更にNHISCN勧11・禍
閲一㎝ O1忌…一　　時はo・消肇臣｛i　増強する。

　　1．5　　　脳に乳酸を加えた時の塩類の膨響

　　1．5　　　脚こ乳酸を加えると　iゆみの賜鉱りO・消費搬：は

　　1．5　　　　増強し，MgC12，　NH．iCl，　NH，tSCN何れも之れ巻低

1．，5　　　　下せしめる。

1”r）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結　　論

Fig．9，脳組糊の藤消／l嚇。及ぼすNH、Cl　　隅｛［に於け灘獣1謝li胱‘1）第一湘として，！糊ll・

　　　　及びMgc1，の1幽1　　　　　　に蜘ます各麟灘の騨｝lr一ついて1聯し次¢嚇身愉

〆　　　　　　｛㌦伽囎イ、榔m柵過と麟加1

Bo

Rρ

〃

第6衷　脳組織粥の酸素消猴轟：に及ぼす各種塊類　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　　の影響　　　　．＿．．、t－t用せしめると，瀦の漁1置縦つてN。Clの増欄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　する。これ欧死後4時「iWウ1幡急速に増加し，｛i　llJi問筏

　　　　澄＿轍姻励　　に畷勘磯し・以伽犠い勲鵬1翻・い・
／＿舛照　　　　　　2）脳組織P酸に対する．各種塩類の影響な検する
・グζ解勲　1・・N・C・Mエ1C1・N・・1…CN，…N・蹴く・㈱
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せしめる。（NH湊）：聖Hpqも硝々増加の頗向があゐ。

！o，－　　　　　　KCI・MgCla，　CaCIL・・KH聾PO・匹剛父対に之な滅少
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せしめる。似しCaC12は高濃度に於ては増加せしめ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。

　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　3）脳粥にNaC1或はNH些Clと共にKH3PO4を作

＼＼時問（分）

　N■ta

塩績＼

MgC12

NaCl

KH2PO4
NHaSCN
HgCl2

FeClg

CuC1

10

　　　　μ1
15，4　（26．4）

39　．O（11．3）

13，8　（15，4）

：L7．6　（27．7）

6．3　（21．4）

20

28，6　（47．8）

31，5　（27．7）

61。7　（22，6）

22，6　（16。5）

25．2　（42．S）

13．8　（36．5）

42．8　（27．7）

30　　　　　を抑制する作用がi博明に現はれるQ

　4）上認の脳P酸を増加せしめる壌類は，脳組織

に於て何れもブドウ糖がP酸に変化する機序を促遊せ

112・1（49・1）　　しめ，P酸が他の物質に変化す為機藩を抑制する。

75・6（61・7）　MgC12の如くπ岬酸を減少せしめるものは，ブドゥ

21　・9（17・6）　　糖からP酸への生成を抑制し，生成されたP酸から他

27・9（86・9）　噸への変化を促三筐していることを認めた。

ll：撒；；・）・・CI・・　F・C…，・・C・瓢鱗類の影働

　　　　　　　　見ると，何れも脳P酸昂：を増加さ・せるカ㍉　HgC12は

　　　　　　　　主としてP酸の他物質への変化を抑制し，FeClttはブ

NH4SCN，　KSCN，　CaC12，　NH4Cl　IX　02消費簸を増　　　ドウ糖からで酸の生成を，　CuCIは上紀両方の機序を

　　の加し，脳P酸を減少せしめるKCI，　KH2PO4は02消　　夫々促進及び抑制することに基づく。

費鑑を増加しMgC12は著明に減少せしめる。　　　　　　　6）尿素は脳P酸含有搬には著閉な影響は認め難

　　脳にブドウ糖と各種塩類を添加した時の酸棄　　　　い。

　　消費量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7）之等の突験に於てブドウ糖の代りに果糖を用い

　脳にブドウ糖を添加したものは脳だけの02消費燈　　　て行つたが，略々全一の結果を得た。

より薯しく増加する。又脳にNH担1とブドウ糖を加　　　　8）脳組織の乳酸，ブドウ糖及びglycogeriに対す

えたものは，脳とブドウ糖を加えたものより02消費　　　る上記化合物の影響は，P酸を増加せしめる撤類V±一一

蚤が増強し，MgCI2，　NaCl，　NH4SCNの各塩類は低　　　般にKSCNを例外として他は乳酸量を鞘々増加せし

下せしめる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　める傾向がある。
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